
様式第３号
交通事故発生届（「交通事故証明書」が得られない場合）
	当事者
	（被災者）
①第一被害者
	氏名
	山田 恒一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　45　）歳　　

	
	
	住　　　　所
	〒260-0045　千葉県千葉市中央区弁天1234
	TEL
	043－6543－1234

	
	
	車両登録番号
	千葉501 あ 5678
	自賠責保険証明書番号
	第A123456789012号

	
	（相手方）
②第二当事者
	氏名
	佐藤 恒一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　38　）歳　　

	
	
	住所
	〒272-0034　千葉県市川市市川1234　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	TEL
	047－6543－1234

	
	
	車両登録番号
	習志野502 い 4321
	自賠責保険証明書番号
	第B987654321098号

	③　事故発生日時
	令和8年4月18日　　午前・午後　8時　20分　　

	④　事故発生場所
	　千葉県船橋市本町1234先　国道14号線交差点付近

	⑤　事故発生状況
	被災者は勤務先へ向かう途中、自家用車を運転し、千葉県船橋市本町1234先の国道14号線を走行していた。交差点手前で赤信号のため停止していたところ、後方から進行してきた相手方車両が前方不注視により被災者車両後部へ追突した。事故直後は大きな痛みを感じなかったため、警察には物件事故として届出を行った。しかし、その日の夕方から首及び腰に痛みが現れ、翌日整形外科を受診した結果、頸椎捻挫及び腰椎捻挫と診断された。
負傷部位は頸部及び腰部であり、現在も通院治療中である。

	⑥　「交通事故証明書」が得られない理由
	事故当日は負傷の自覚症状が軽微であったため、警察へ物件事故として届出を行った。その後、頸部及び腰部に疼痛が発生し医療機関を受診したが、事故発生から日数が経過していたため、人身事故への切替手続を行うことができず、「交通事故証明書（人身）」の交付を受けることができなかった。　

	（被災者）
⑦第一被害者
	上記⑥の理由により、「交通事故証明書」は提出できませんが、事故発生の事実は上記①～⑤に記載したとおりです。
　　　令和8年5月10日
　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　佐藤 恒一　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　千葉県市川市市川1234
　　　　　　　　　　　　　　　　


	⑧　目撃者
	　上記①～⑤に記載された事故を目撃したことを証明します。

　　　令和8年5月10日
　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　高橋 次郎　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　千葉県船橋市本町1234
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　　　　047－6543－5678   
　　　　　　　　　　　　　　

	（相手方）
⑨第二当事者
	　上記①～⑤に記載された事故により①の者に損害を与えたことを自認します。
　　　令和8年5月10日
　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　佐藤 恒一　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　千葉県市川市市川1234
                                TEL　　047－6543－1234  　
                     　　　　　 事業場の名称　休日中の私用運転であったため、事業場証明欄は記載しない。　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　　同上　　　　　


　　　　　　　令和8年5月15日
　　　　　　千葉　労働基準監督署長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出人　氏名　　山田 恒一　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　千葉県千葉市中央区弁天1234
